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センターの概要

1 業務の概要
本県の染織工業，特に大島紬に関するデザイン・緋締・加工・染色・製織等の試験研究，新規

織物の開発，技術指導・相談，後継者育成等の事業を通じて大島紬業界の発展に努める。

1 

1. 2 組織と業務
総務課

( 1 )人事，予算，会計，給与，福利厚生に関すること。

( 2 )財産・物品の管理に関すること。

( 3 )施設維持等に関すること。

(4)総合企画，連絡調整に関すること。

機 織研究室

( 1 )機織及び加工技術の調査，研究，指導に関すること。

( 2 )繊維素材及び繊維製品の試験研究，依頼分析，鑑定に関すること。

デザイン研究室

( 1 )大島紬の意匠図案の調査，研究，指導に関すること。

( 2 )大島紬製品の企画開発，デザイン技術の研究に関すること。

染色化学研究室

( 1 )染色及び加工技術の調査，研究，

( 2 )染色化学の試験研究i依頼分析，

指導に関すること。

鑑定に関すること。

1. 3 沿革
昭和 2年 4月 昭和 2年 3月31日鹿児島県工業試験場大島分場が設置され， 4月 1日庶務，機織，原

料糸，染色の 4部で発足する。

鹿児島県告示第407号により鹿児島県大島郡染織指導所として独立。庶務，原料，染色，

機織の 4部が設置され，事務所を名瀬市久里町におく。

大島紬後継者育成のため図案，染色，機織部門の伝習生養成を開始する。

戦災により庁舎が全焼，試験研究業務を停止する。

内務省告示第22号により奄美群島は日本本土から分離され，臨時北部南西諸島と改称

する。昭和25年 5月まで臨時北部南西諸島政府経済部商工課で大島紬の指導を行う。

大島染織指導所として再発足する。

旧敷地内に庁舎を再建，庶務，図案，機織，原料，染色の 5係を配置し業務を開始する。

伝習生(1年)，研究生等 (6ヶ月)の養成を再開する。

大島染織指導所は琉球政府経済局の所管となる。

日本へ復帰，鹿児島県大島染織指導所となる。

庁舎用地として303rrfを取得し，ボイラ一室を設置する。

加工室，機織室，会議室を新築する。

機構改革により，庶務係，機織図案研究室，染色化学研究室を設置する。

本館事務室，実験室，機織室，染色棟を新築する。

染色廃水処理施設を設置する。

創立50周年記念事業を実施する。

鹿児島県行政組織規則一部改正並びに機構改革により，鹿児島県大島紬技術指導セン

ターと改称し，総務課，機織研究室，染色化学研究室，図案研究室を設置する。

大島紬技術指導センタ一新築整備事業により，現在地へ移転新築する。

鹿児島県行政組織規則一部改正により，副館長職を設置，図案研究室をデザイン研究

室に改称する。

ハイテク開放試験室(つむぎゆらおう塾)を開設する。

ー
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1. 4 機構
1. 4. 1 組織と職員配置

商工労働部 産業立地課一大島紬技術指導センター

(H21. 4. 1現在)

館 長一一一一一副館長

上原守峰 冨 山 昇

総務課

課長(副館長兼務)

機織研究室

室長平田清和

己
鋭
美

温

昌

じ こ 研 究 専 門 員 福 山 秀久
主任研究員恵川美智子

デザイン研究室 一一一一一一研究専門員徳永 嘉美
室長(館長兼務)

染色化学研究室 一一一「一一研究専門員 山下 宜良

室長(館長兼務) ト一一主任研究員操 利一
」一一技術補佐員前久洋一郎

u 
1. 4. 2 職員現況表 (H21. 4. 1現在)

区 分 事務職 技術職 現業職 非常勤職員 計

館 長 1 1 

高IJ 館 長 1 1 

総 務 課
2 

2 
※課長は副館長兼務

機織 研究室 3 3 

デザイン研究室
1 

1 
※室長は館長兼務

染色化学研究室
2 

3 
※室長は館長兼務

1 

言十 3 7 1 1 1 

u 

2 -



1. 4. 3 人事異動 (H20.4. 2~H21.4. 1) 

発令年月日 氏 名 新 任 |日 任 備考

H21. 4. 1 畑山 1昆鋭 総務課総務係長 林業振興課主査 転 入

H21. 4. 1 操 利一 染色化学研究室主任研究員 染色化学研究室長 再任用

H21. 4. 1 前久洋一郎 染色化学研究室技術補佐員 臨的任用

H21. 3.31 武崎 博 夫 総務課主幹兼総務係長 退 月前

H21. 3.31 今村順 光 デザイン研究室長 退 月能

) 

H21. 3.31 操 利一 染色化学研究室長 退 1議

H21. 4. 1 東 みなみ 工業技術センター研究員 染色化学研究室研究員 転 出

H21. 4. 1 平 俊博 大島支庁総務企画部主事 染色化学研究室技術補佐員 転 出

1. 5 決算 (単位:円)

歳 入 歳 出

使用料及び手 数 料 26，230 人 事 管 理 費 221，590 

¥...._) 財 産 収 入 2， 100 中小企業振興費 246，452 

諸 収 入 130 工業試験場費 17，406，405 

iロh、 計 28，460 iロ'- 計 17，874，447 

3 -



1. 6 規模
1. 6. 1 土地・建物

土地 6，356.34rrf
建物 2，434.74rrf
所在地鹿児島県奄美市名瀬浦上町48番地-1

区 分 種 別 構

土地 事務所用地及び施設用地

造

建物 事 務 所 及 び 研 究 室 鉄筋コンクリート造

J/ ノ、イァク開放試験室(つむぎゆらおう塾) 鉄 骨 造

J/ 廃水処理施設及び実験用泥田 鉄 骨 造

言十

工作物 記 念 石車 石 材

1 6. 2 配置図
2F 

化学分析室

機器分析室

1 F 

ノ、ィテク開放試験室

(つむぎゆらおう塾)

回
.............. 

動力室
~~~~......!~~・?宣 1 -1 ..守， ， 

1 階

1，499.26 

164. 32 

140. 76 

1，804.34 

1基

デザイン研究室

固

染色試験室

糊 l ，封肱主韓三全量島屋2 t::::::::::::::由

張

り

仕

上

場

会議室

職 員 室

4 -

(単位:rrf) 

2 階 計

6，356.34 

630.40 2， 129.66 

164.32 

140.76 

630.40 2，434.74 

1基

u 

v 



1. 7 研究設備一覧表(重要物品)

機織研究室

o 

機 器 名 型 式 メーカー名 設置年度 備 考

万能引張試験機 ァンシロンRTM-IOO 附オリエンァック S62 

KN型織機 KN-6X6 115cm 津田駒工業開 S63 

KES風合いシステム

引張りせん断試験機 KES-FBl 開カトーテック Hl 国補

純曲げ試験機 KES-FB2 側カト}テック Hl 国補

圧縮試験機 KES-FB3 側カトーテック Hl 国補

表面試験機 KES-FB4 側カトーテック Hl 国補

精密迅速熱物性測定装置 KES-FB7 側カトーテック Hl 国補

水分含有量測定機 LP16-M メトフ一社 Hl 国補

粘度測定機 DY-ll 協和科学側 Hl 国補

繊度測定器 DC-llA サーチ附 Hl 国補

比重測定装置 KGM-l コカジ技研 Hl 国補

毛羽試験機 F-INDEX TESTER 敷島紡績附 Hl 国補

撚数調u定機 TC-50 敷島紡績附 Hl 国補

サンプルオープナー OPム200 大和機工附 Hl 国補

ラップフォーマー LF-200 大和機工側 Hl 国補

ローフーカード SC-200 大和機工側 Hl 国補

ドローインフレーム DF-4 大和機工側 Hl 国補

意匠撚糸機 123-AF 日本紡織機械製造側 Hl 国補

ドピー機 AP-25 側山田ドピー販売 H2 国補

ドピ}コントローフー EDC-2800 側コスモテキス9イルマシン H2 国補

ワイ・ンダー(自動乾燥糊付) KS-3 開梶製作所 H2 国補

通気性試験機 KES-F8-APl 附カトーァック H2 

全自動糸番手測定装置 AUTOBAL 敷島紡績附 H3 国補

精紡機 SPINNETESTER SKF-82 エァ‘フネ土 H3 

帯電性試験機 シシド静電気附 H4 

紋織装置 KYB直織(1， 200口) カヤパ工業側 H5 

電子ジャカード EL]-S カヤパ工業附 H6 国補

画像処理シスァム GD1200 (A) カヤパ工業側 H6 国補

糸ねじり交差トルク試験機 KES-YN-l 開カト}アック H7 

タイイング、マシン ]M-H18型 側橋詰研究所 H8 

糸繰り機 TYB-145Y 岡山田 HIO 

糸張力言十iJlJJ装置 CB-20 側金井工機 HlO 

動作解析装置 DOU-202 開エムテック HIO 

拡大映像装置 KH-2400DP 側ハイロックス HIO 

画像処理記録装置 附カヤパ HIO 

緋意匠7.9ントブ7トウエ7 関カヤパ Hl2 

'-) 
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機 器 名 型 式 メーカー名 設置年度 備 考

物性プータ解析装置 KES-IF-Ol 附カトーァック H13 

全自動単糸強力試験機 ST-2000 敷島ァクノ側 H14 

万能試験機用汎用デサ担理以テム MSAT 附エ}アンド・ディ H15 

デザイン研究室

機 器 名 型 式 メーカー名 設置年度 備 考

大島紬t"it守ユ7ル カイJ7テクノロγ】 f鮒 H9 

7'レセやンテーションシステム

大島紬図案設計装置 トータル17トウエ7側 H12 

プロジェクタ一一式 カイJ7'f)/0/ -'}..側 H12 共用

ロサ紙対応両精細画像 カイ/7テクノロγ-'}..側 H13 

処理システム

大島紬高度ヂγタル処理システム カイノアテク/0γ-'}..側 H14 

ァキスタイノレ 附東京手織機 H19 υ 
大島紬高度デγ抑処理システム

Wi"ndows版大島紬図案設計システム 本場大島紬織物協同組合 L_II_20 

染色化学研究室

機 器 名 型 式 メーカー名 設置年度 備 考

クリーンベンチ PCY-1303 目立製作所附 Hl 国補

凍結乾燥機 YD-60 大洋科学工業側 Hl 国補

アンダーグフス野外暴露台 IS-l スガ試験機附 Hl 国補

自動総染機 MYS-2 津村化学機械工業側 Hl 国補

砕断機 H14型チッパー 側太平製作所 Hl 国補

分光反射率計 MS-2020 PLUS マクベスネ土 Hl 国補

画像解析装貴 nexus-Qube 側ネクサス H2 国補 u 
フェードメーター FAL-5 スガ試験機附 H2 国補

カラーキッチン KAYALIBRA K-l(D) 日本化薬側 H3 国補

分光光度計 UY-2200 側島津製作所 H4 

糖度屈折計 RX-I000 アタゴ附 H4 

遠心式薄膜濃縮装置 CEP-L 附大川原製作所 H4 国補

真空乾燥機 SF-02H 側大川原製作所 H4 国補

全自動itt9ンハY染色装置 イントレックス側 H5 

原子吸光光度計 3300 ノfーキンエルマー社 H5 

微小面分光誤u色計 MSP-~90 日本電色工業側 H7 

ノfーソナノレコンピューター YM-516S，Flex-Scan 88F エプソン社，ナナオ社 H7 

分析装置付走査電子顕微鏡 JSM-5800，JED-2100 日本電子附 H7 

自動摺込み染色装置 側エノレム H8 国補
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機 器 名 型 式 メーカー名 設置年度 備 考

緋糸用巻き取り枠 側エルム H8 国補

ピンテント型ぐーキング試験機 PT-1A型 辻井染機工業側 Hl0 

高解像度デγ ~Jレカメ 7装置 D-2000 キャノン附 Hl0 

ニューマチックマングル VPM-1A型 辻井染機工業側 H10 

大型熱風乾燥機 S-80型 旭科学側 H10 

卓上電気透析装置 S-3型 旭化成工業側 Hll 

経糸巻き取り装置 側エルム Hll 

遊星回転ボールミル P-6 フィリチュ・ジャパン H12 

イオンメーター F-24C 堀場製作所 H12 

洗濯試験機 LM-8D スガ試験機附 H12 

ドフイクリーニング試験機 LM-D特型 スガ試験機側 H12 

分光反射率計 CM-3100 ミノルタ鮒 H12 

v 一次元調J色シスァム CI-l041i ミノルタ側 H13 

噴射式自動総染機 SD-1-7.5Kg 側ベルァクノキ土 H15 

高速冷却遠心分離器 SRX-201 側トミー精工 H17 

7-9エ変換赤外分光光度計 FTIR-8100A 島津製作所 H17 

高周波7'77:7発光分析装置 SPS7700 セイコー電子工業側 H17 

RO水製造装置 AT-CW05 山東エングニ79ング附 H18 

¥_J 
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2 試験研究業務

2. 1 試験研究概要

室名 事業名(年度) 概 要

大島紬多用途化テキスタイル 餅以外の縞・格子柄あるいは創作糸等で洋装化に対応したデ

て'j" デザインの開発研究 ザインを開発する目的で，テキスタイルデザインソフトウェア

ザ (H20~H22) を導入し初年度としてオベレーション技術の習得並びに各種シ

イ (新規) ミュレーションの実験を行った。その結果，経緯交織による阻

ン 色シミュレーションやシャドーを用いた絹の素材感の表現並び

研 に画像処理機能による糸の創作において特に有用であることを

究 確認した。そしてこれらの諸機能を活用して， ドピークロスに

室 よる配色や創作糸等のデータベース化を図った。さらに業界へ ) 

の活用のため，初心者が一目で理解できるビジュアル化した操

作手引き書とデザイン開発に不可欠な色見本帳を作成した。

天然素材活用による緋織物の 大島紬は先染めの緋を特徴とした和装着尺の織物として，こ

機 開発研究 れまで幅広い支持を得られてきているが，生活様式の多様化に

織 (H20~H22) よる和装需要の減少などにより生産反数の大幅な落ち込みを余

研 (新規) 儀なくされている。

究 これまで大島紬は真綿糸，玉糸そして練り絹糸と原料糸の変

室 遷により新たな展開を図り，細かい緋を効率よく織り合わせる

ために均一な練り絹糸に織り素材を絞って現在に至っているも

のの，糸素材に対する新たな取り組みはほとんどなされていな

いのが現状である。

今回は，本来の大島紬の地風に近づけるために玉糸を使ったv 
白無地を製織し，地風改善試験を行った。

産地織物の多品種化に関する 大島紬の特徴である織締め餅を活用し，産地織物の織物組織

研究 を=原組織{平織・斜文織(綾織)・朱子織}やその変化組織にす

(H20~H22) ることで，従来の平織とは地合の異なる新たな織物を開発し

(新規) て，織物の用途を広げ，製造技術を確立して，需要拡大と産地

活性化につなげる。

織物組織の4枚組織について，大島紬の 1モト越式のサベの

緋配置を基に検討した。経緋糸と緯緋糸の交錯する位軍の組織

を平織から変化させ浮き出す形の紋組織にして，その紋部に斜

め方向の変化を与えた。その結果，紋部を偶数で延長すると斜

文織(綾織)4枚綾となり，紋部の向きを途中で変えると，変則

斜文の中の破れ斜文の 4枚朱子(トルコ朱子)となった。無地織
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りと緋織りの試験を行い， 4枚綾と 4枚朱子が 1モト越式の緋

に対応することを確認した。

(Hl8-H20) 

セリシンの商品開発に伴うクエン酸脱塩は精練溶液の目詰ま

りを発生しない電気透析処理技術を確立した事によりクエン酸

濃度が0.02%と殆ど残留しない実用レベルに達し，大量処理が

可能となった。その上，ラットを使った検証実験において，消

化吸収抵抗が高いセリシンを低分子化する処理技術によって消

化吸収が可能となった。その結果血圧降下作用の外，脳内神経

伝達物質の増加等も認められ，健康補助食品としての人体での

効果が期待できるものとなった。

染

色

化

学

研

究

室

セリシン蛋白の粉末化と応用研

究

)2. 2 研究成果

- 2. 2. 1 平成 20年度研究成果発表会

開催

日時

奄美会場 :大島紬技術指導センター

鹿児島会場:かごしま県民交流センター

45名

3 6名

「緋締機の改良に関する研究J (H18-H19) 

一経糸張力調整装置の開発一

機織研究室 研究専門員福山秀久」

口

「織り組織の多様化による織物の開発研究 J (H17-H19) 

機織研究室 主任研究員恵川|美智子

頭 「複合織物の染色加工技術に関する研究J (H18-Hl9) 

スレン染料による改質絹糸・糸芭蕉混紡糸の染色堅ろう度についてー

染色化学研究室室長 操 利一i ノ
'-.....-

発 I f多色蚊緋大島紬のデザイン開発研究J (H18-H19) 

多色蚊緋の試作試験ー

デザイン研究室 研究専門員徳永嘉美

表 I f大島紬古典文様の CD化J

デザイン研究室 研究専門員徳永嘉美

「セリシン蛋白の粉末化と応用研究J (Hl8-H20) 

染色化学研究室 研究専門員山下宜良

「かごしま産業支援センターの研究開発助成事業等の概要についてJ (鹿児島会場のみ)

かごしま産業支援センター 仮屋一昭
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2. 2. 2 研究発表

( 1 )誌上発表

題 目

エポキシド改質絹糸による

本場大島紬洋装化研究

2. 2. 3 展示品

展示会名称

氏

操 利一

福 山 秀 久

名

塩崎英樹(蚕糸科学研究所)

期間 A 
= 場 展

掲 載 誌

日本シルク学会誌第 17巻

耳て 内
H 相

"'" 担当室

大島紬技術指導官ンター IH20. 5. 16 I当センター|・織り組織 |機織研究室

平成20年度研究成果発表会 1 1 (奄美) 1 パターン集パネル
I ー¥

織布ファイル 1 ( ) 

H20:5.22 1かごしま県 I (無地，緋，色見本)

民交流セン| 織布見本帳

ター I (無地紋織編，緋紋織編)

(鹿児島) 1 色見本帳

ー 10

(糸・織布染料濃度一覧編)

(糸・織布組織一覧編)

試作ネクタイ

染色した改質絹糸及び糸芭蕉混|染色化学研究室

紡糸

-多色緋大島紬試作試験パネル81デザイン研究室

枚

-テキスタイノレデ、ザインソフトウ

ェアによるデザイン実験ノ号ネノレ

1枚

・古典文様見本帳 1冊 I u 



2. 2. 4 関連報道

報道 内 ?te吊r 報道機関名 (日付)

大島紬の伝統に新風も デザイン科へ伝習生2人

紬技指センタ一入所式 4. 1 1・・・・南海日日新聞

デザイン科へ伝習生2人

伝習生の入所式 大島紬技術指導センター 4. 1 1・・・・奄美新聞

緋多色化で用途拡大へ バショウ混紡糸研究発表も

大島紬技術指導センター 5. 17・・・・南海日日新聞

a 

玉虫調の無地大島も 紬の技術研究成果を発表

県紬技術指導センター 5. 17・・・・奄美新聞

研究成果の活用を紬技術指導センター会議 7. 17・・・・奄美新聞

'-...ノ 天然素材で新緋織物開発
セリシンタンパクで柔軟剤 紬センター研究会議 7. 20・・・・南海日日新聞

新感覚でデザインを 伝習生 2人巣立つ

紬技術センター 3. 17・・・・奄美新聞

新しい感性に期待 紬伝習生2λが修了

3. 17・・・・南海日日新聞

'-...-) 
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3 技術支援業務

3. 1 依頼試験及び受託業務

3. 1. 1 依頼試験

依 頼 品 項 目 件数 試験種目

生地 染色竪ろう度試験等 2 摩擦， ?:干，その他

染色糸 その他 1 染色堅ろう度証明書発行

3. 1. 2 委託業務

依 頼 品 項 目 件数 数 量

染色大島紬用原料糸 総糸染色 1 750 g 

3. 1. 3 機器の使用状況

項 目 件数 時間/数量

大島紬着姿シミュレーション 7 1 7時間

3. 2 指導業務

3. 2. 1 指導事業の実施状況

技術指導 指導件数 備 考

機織研究室 126 鹿児島(2)奄美(7)龍郷(0)喜界(3 ) 

館内 (114)

デザイシ研究室 8 3 鹿児島(1 )霧島(1 )奄美(3 )龍郷 (4) 
館内 (74)

染色化学研究室 160 鹿児島 (10)霧島(1 )奄美 (11)龍郷(1 ) 
館内 (137)

移動大島紬技術指導センター 42 鹿児島にて年 2回実施

iロh 計 4 1 1 上記は 3研究室プロジェクトの巡回技術指導を含む。

技術相談 618 機織 (236)デザイン (32)染色化学 (350}

12 
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3. 2. 2 移動大島紬技術指導センター

開催日 開催場所 指導件数 指導内容等(担当職員)

第 1回 本場大島紬織物 23 -紫芋染色について

協同組合 -ジャガード締めについて

H20.5.21 (鹿児島) -古典模様について

~5. 22 -天然糊剤について，

-シルケージについて

-伝統的緋模様(基本形)について

-小ロットについては仕切りを4反)

(操利一，福山秀久，徳永嘉美，※向吉郁郎)

第 2回 本場大島紬織物 1 9 -品質問題(カピ)の対処方法

協同組合 -販路開拓の取り組み事例等

H20.10. 1 (鹿児島) -コスト面を考慮した商品開発

~10. 2 -後継者育成の事例等 (2企業)

-助成事業の種類別と事業内容

(今村順光，山下宜良，恵川美智子，※向吉郁郎)

※鹿児島県工業技術センター

3. 2. 3 開放試験室等の利用状況

開放試験室名

ノ、ィテク開放試験室

繊維染色開放試験室

件数 内
H 句

化r

240 I函像処理装置 (69) カードレス締め機 (23)

自動摺り込み染色装置 (146)

シャリンパイ染色装置 (2)

25 I試験項目数 (180)

主に，染色堅ろう度試験(摩擦，耐光)

3. 2. 4 技術指導・相談等の主な内容
く機織研究室>

依頼内容 処理結果

経緋締めについて 大島紬の経緋は，折り曲げ線を対称に同じ模様の繰り返しに

なっているのが一般的である。折り曲げ線開の距離，すなわち

模様の間隔を一定に保つために糊張り糸に印を付けることを

「墨付け」と呼ぶ。

締め簸を使って折り曲げ聞の間数(羽数)により行うが，こ
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秋名パラ柄の製織について

くデザイン研究室>

の際，折り曲げ聞の羽数より 1羽から 1羽学狭い間隔で印付け

を行うのが重要である。(折り曲げ聞の羽数で墨付けをすると

餅締めで折り返した部分の緋の間隔が広くなり，検査の段階で

「締め耳」という不合格の原因となる。)

また，図案で折り曲げ線上に緋点がある時の締め方で「耳括

り」の方法について，実地指導を行った。

古典柄の秋名パラ柄の製織について相談があった。秋名パラ

柄は，大きな長緋(線緋)で模様が作られる。緋は経・緯とも

大長・中長・小長(四つ括り)の 3品 (3種類)で，緋は中長

・小長・大長・大長・小長の順番に並べられ， 2順でー完全模

様が作られる。一完全模様の大きさ(釜数)により緋糸と地糸

の配列が異なるのを特徴としている。釜数が4釜の場合の緋糸

と地糸の配列は，緋糸 8本・地糸16本で， .8釜の場合は緋糸 4

本・地糸 8本， 16釜の場合は緋糸 2本・地糸 4本等となってい

る。製織では緋の順番と釜数に合わせた，経糸の配列と緯糸の fl
織り込みを行う。釜数が4釜の場合，中長緋糸 B本・地糸16本ー

.小長緋糸 B本・地糸16本・大長緋糸 8本・地糸16本・大長餅

糸 B本・地糸16本・小長緋糸 8本・地糸16本の繰り返しとな

る。織梓は緋糸 3本(大長・中長・小長) ・地糸 1本の合計4

本を用いている。緯緋糸の小長と大長は，緋の順番の 1順毎に

左右の切り換えを行う。緋合わせは，経・緯の緋の位置が重な

り合う細かい点緋とは異なり，長緋なので大半は経緋部分と緯

緋部分で構成され，経・緯の長緋が重なり合うのは僅かな部分

となっている等，製織法の指導を行った。

依頼内容 | 処理結果

大島紬による岬商品の開発について| 大島紬の端切れを利用する市場に見られない小物商品の開発)

相談が寄せられた。大島紬は和装の素材であるので，曲げ・ス

レに難点があり，できるだけ面的な使い方が望ましく，従って

革素材との併用を提案した。

アイテムとしては，希少性を考慮してカード入れを選定し，

ファスナーを開いたときにカード入れの蛇腹が飛び出す方式を

採用した。その他に裏地の素材と配色を検討し，表地のデザイ

ンには紬の端切れだけでなくキャラクターとして「奄美の黒う

さぎ」を取り入れ，総緋による緋表現のデザインをアイディア

として提供した。

大島紬古典文様(基本形)の情報提供| 大島紬の緋文様は，当初琉球緋の影響を受けながらも締機の

開発で琉球緋とは全く異なる独自な文様形体を生み出してい

る。昨年度「織の海道j実行委員会から，大島紬の緋文様につ

いての執筆依頼があったので文様の分析を試み，その基本形を
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く染色化学研究室>

依頼内容

植物染料染めによる商品開発

ハンダ'" (水前寺菜，金時草)による

草木染め

まとめることができたので， CD化したところ本年度も情報提

供の依頼があった。これまでの情報提供実績は下記のとおり。

-印刷物として(奄美企業6件，鹿児島企業 3件，

両紬組合2件，その他公的機関 3件)

・C Dとして(奄美企業4件，鹿児島企業 5件，

両紬組合2件，その他公的機関 3件)

処理結果

奄美・鹿児島の 2社から植物染料による商品化の申し出があ

ったため，先ず3原色となる黄系染料6種，赤系染料2積と 5

種類の媒染剤によるものと青系をインジゴピュアにおける 6段

階濃度の染色を行った。これらの中から植物染料の弱点である

槌色性に優れる染料を選定し，植物染料染めによる色のバリエ

ーションを拡げるため，それぞれの色を掛け合わせて，黄緑~

青緑系や黄味の澄~赤味の穣系の色に染めてそれぞれの相談者

へ提示した。

また，緋染色の緋部と地色部の 2色配色染色方法も染色試料

を示しながら説明した結果， 1社においては同一柄の色違い製

品を4疋，他方の 1社は B疋の 5色(同一柄の同一色の4疋と

4疋同一柄の色違い製品)製品を製造することとなった。

一般的にハンダマは，食用として用いられているが，これを

染色(大島紬)に利用できないかと相談があった。天然色素の

抽出は，酸性，中性，アルカリ性で抽出すると抽出液の色が異

なることは良く知られていたので，酢酸，炭酸水素ナトリウム

を用いて抽出した。酸性サイドの色はピンク系，中性サイドの

色は紫系，アルカリ性サイドの色は緑系の抽出液になった。そ

れぞれの抽出液で絹糸 (6g) を染色して媒染剤4種類(酢酸

銅，酢酸アルミ，硫酸第一鉄，石灰)で色を発色，定着させ

た。耐光試験の[(酸性，酢酸銅)， (中性，酢酸銅)， (アル

カリ性，酢酸銅)， (中性，石灰)， (アルカリ性，無媒染)， 

(アルカリ性，酢酸アルミ)Jの6種類では， 3， 3.........4級と

評価された。汗試験について，比較的染着濃度が高い 3種類の

変退色は 3~4 ， 4級が多く，汚染では綿布と絹布を比較する

と絹布への汚染が多くなっていた。摩擦試験では，全ての被染

物で 4~5 ， 5級で高値を示し，強いと評価されたこと等につ

いて説明した。
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3. 3 研究会，講習会等の開催

3. 3. 1 研究会
( 1) '95奄美異業種交流プラザ「ユイクラブ」

会長:原正仁 担当室.デザイン研究室 担当職員:徳永嘉美

開催日 実施場所 内 廿話守. 参加者数

H20.5.8 当センター 理事及び情報交換会 4 
H21. 1. 15 当センター H 4 
日21.3. 10 当センター 高橋茂人氏(中小企業大学講師及び経営コンサルタント)に 6 

よる講習会 -21世紀の経営指針についてー
H21. 3. 11 各事業所 高橋氏による各企業での経営に関する実地指導 (3企業) 1 0 

( 2 )色明彩研究会
会長:窪島弘二

開催日 | 実施場所

担当室:染色化学研究室

| 内
自主活動

担当職員:山下宜良，東

.+.:，・

4コ・

)
 

博

数
俊

暗
示
H
H

平

参
みP

L
F
 

・『，，み

( 3 )餅締め加工研究会
会長:重田忍 担当室・機織研究室 担当職員:福山秀久

開催日 実施場所 内 廿~ 参加者数

日20.5. 21 鹿児島 絵羽柄デザイン検討 3 

H20. 12. 10 当センター 絵羽柄デザイン検討 2 

日21.2. 16 鹿児島 絵羽柄デザイン検討 4 

H21. 2.17 鹿児島 ジャカード楚染色検討 4 

(4)泥染め研究会
会長:野崎貞昭

開催日 l 実施場所

担当室.染色化学研究室

l 内
自主活動

担当職員.山下宜良，東みなみ

Hτ・
4ゴー 戸)

( 5) クリエイティブ奄美・鹿児島研究会
奄美会長.井上みのり 鹿児島会長:碇元克彦担当室:デザイン研究室担当職員:今村順光

関4雀日 実施場所 内 ペHロ~ー 参加者数

H20.4.3 当センター 洋装化の商品企画・開発 2 

H20.5.7 当センター 洋装化の商品企画・開発 2 

H20.9.10 当センター 洋装化の商品企画・開発 2 

H21. 2. 13 奄美市 洋装化の商品企画・開発(次年度以降自主活動) 3 
、‘司、
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( 6)大島紬CAD研究会

会長国忠造

開催日 実施場所

担当室:デザイン研究室 担当職員:徳永嘉美

内 '!iJ.・

H20. 5. 15 当センター 新規CADシステム(タフコン)オベレーション技術の研修

日20.11.5 

3 3. 

開催日

H20.10.23 

H20.11.4 

日20.11.20 ~H 

'--ノ

H21. 2. 20 

H21. 3. 15 

2 

当センター 新規CADシステ:T.(タフコン)によるテープ出力の検証

講習会

実施場所 内 廿~・

本場奄美大島紬協同組合(奄美) 本場大島紬認定販売士講習会

本場奄美大島紬協同組合(奄美) 本場大島紬認定販売士学科・実技試験

本場奄美大島紬協同組合(奄美) 平成2.0年度伝統工芸士研修会

当センター 大島紬デザイン研修講習会(大島紬の歴史

と製造工程)

奄美市役所 デザイン研修講習会の発表会

3. 3. 3 会議
九州地方公設諒験研究機関デザイン担当者会議

参加者4数

4 

2 

参加者数

1 7 

1 9 

1 5 

14 

14 

担当室・デザイン研究室 担当職員・今村順光

~ 

/ 
"--' 

開催日

120.7.3 

120.7.4 

3. 
3 

4 
4. 

干り

実施場所

当センター

奄美市，龍郷町

技術情報提供業務

1 刊行物

行 物 名

内 ~ 

-研究，技術指導事例発表会
( 7機関)

-協議事項

-講演会
rJAPANブランドの経過事例」越関 徳晴氏

-視察研修

本場奄美犬島紬協同組合
大島紬村，奄美ノ4ーク

内 ?if.・

平成19年度鹿児島県大島紬技術指 平成19年度試験研究技術指導等の業務実績

導センター業務報告書 手成19年度研究成果報告

紬技術情報 No.85 ~ 86 当センターの研究成果や技術指導・相談事

例及び行事予定などの紹介
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3. 4. 2 技術情報検索
(1) JOlS 

J 0 1 Sは，日本科学技術情報センター(J1 C S T) が作成する科学技術全分野の総合文献データ

ベースである。 J0 1 Sを利用してセンター内外に科学技術の情報を提供している。

3. 5 人材育成

3. 5. 1 講師の派遣

派遣職員名 期 日 講習会の名称 依頼団体 地区名 参加人数

平田 清和 H20.10.23 本場大島紬認定販売土講 本場奄美大島紬協同組合 奄美 1 7 
H20.11.4 習会 1 9 

平田 清和 H20. 11. 20 平成20年度伝統工芸士研 本場奄美大島紬協同組合 奄美 1 5 
修会

平田 清和 H21. 2. 20 大島紬デザイン研修講習 奄美市 奄美 14 
H21. 3. 15 ~ 14 

3. 5. 2 審査員の派遣

職員名 期 日 審査会等の名称 内 ?f!.・ 地区名 依頼先

平田清和 H20. 4.24 第四回本場奄美大島紬 本場奄美大島紬製 奄美 本場奄美大島紬協
原図展・製品コンテス 品の審査 同組合
ト

上原守峰 H20. 10. 2 2008 rかごしま新特産 かごしま新特産品 鹿児島 かごしまの新特産
~10. 3 品コンクール」 の審査 品コンクール実行

委員会(かごしま

PR課)

上原守峰 H20. 11. 20 2009 r紬美人」コンテ 2009 r紬美人」応 奄美 地球印競技会実行
スト審査 募者の審査 委員会(本場奄美

大島紬協同組合)

平田清和 H20. 11. 19 第12団地球印競技会 出品大島紬の図案 奄美 地球印競技会実行
操 利一 染色，緋締，加工 委員会(本場奄美

徳永嘉美 製織の工程別審査 大島紬協同組合)
福山秀久
恵川美智子
山 下宜良

平田清和 H21. 2.12 第10回龍郷町民フェア 出品大島紬の審査 龍郷 龍郷町商工会
今村 11慎光 (大島紬部門)

徳永嘉美 H21. 3. 18 第20回本場奄美大島紬 本場奄美大島紬製 奄美 本場奄美大島紬協
原図展・製品コンテス 品の審査 同組合
ト
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3. 5. 3 研修生の受入
( 1 )伝習生の養成状況

大島紬の専門的知識と技術を習得させ，中堅技術者となるべき後継者を養成する。

氏 名 期 問 養成科 目 担 当 室

徳山 貴広 H20. 4. 10~H21. 3.17 デザイン科 デザイン研究室

隈元文博 JJ 11 JJ 

科 別

デザイン科

締加工科

指 導 事 項

総合理論議義，基礎図案による模写，図案の構図と輪郭の取り方，図案の考案調製，

図案の締め加工の関係，図案と原図の関係， CADシステム及び着姿シミュレーション

(紬ソフト)のオベレーション実習，その他画像処理技術

総合理論講義，設計，糸繰り，整経，糊張り，普通締加工，交替締加工，仕上加工，

織付け，回し締，ふかし締，袋締加工，民間実習

¥ノ染色化学科|総合理論講義，

色(地糸，緋)

合成染料による染色(地糸，緋，摺込，竪ろう度) ，シャリンパイ染

，植物染料染色，植物藍染色，抜染(色緋，泥藍緋) ，民間実習

( 2) その他技術指導生

人数 期 間 研 修 内 ?，iコrー・ 担当室

4名 H20.4. 1 ~H2 1. 3. 31 機織全般・製織 機織研究室

1名 H20.4.24~H21.3.31 染色技術及び染色加工 染色化学研究室

1名 H20.5. 7~H20.9.30 緋締め 機織研究室

1名 H20. 6. 11 ~H20. 11. 28 緋締め 機織研究室

1名 H20.9.3~H20. 12. 19 デザイン研修 デザイン研究室

'J  
1名 H21. 1. 26~H2 1. 3. 31 緋締め 機織研究室

(3) 平成20年度鹿児島インターンシップの受入

人数 所 属 期 間 内 ~・

1名 鹿 児 島 大 学 大島紬製造技術全般の研修特に

H20. 8.25 ~H20. 8.29 製織・デザイン・染色に関する

2名 鹿児島純心女子短期大学 実習

1名 鹿児島女子短期大学

1名 鹿児島県立短期大学

1名 長崎外国語大学
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(4) 平成20年度郷土探訪(高校生)の受入

人数 所 属 期 間 内 廿釘与，

72名 大島工業高等学校 H20. 12. 11 大島紬製造技術全般の研修及び

(3年生) 先人達のたくましい生き方を学

ぶ

(5) 平成20年度パワーアップ研修(地域貢献体験研修)の受入

人数 所 属 期 間 内 ?eコT‘・

4名 大島工業高等学校教職員 H20. 8. 19~H20. 8.20 教職員の地域貢献体験研修に伴

う製織・デザイン・染色に関す

る実習

u 

'0 
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4 その他
4. 1 鹿児島県大島紬技術指導センター研究開発推進会議

本場大島紬の一層の振興を目指して，産業界及び学界との密接な連携のもとに，技術革新の急速な進

展に対応し，中小企業の技術向上に役立つ研究開発の推進を図るため，鹿児島県大島紬技術指導センタ

ー研究開発推進会議を設けている。

u 

"、J ノ

氏 名 所 属 役 1歳

瀬戸房子 鹿児島大学教育学部 教 授

瀧 田久美子 瀧田織物(株) 取締役

積 良一 積染色工芸 代 表

隈元範久 隈元デザイン事務所 代 表

南 修郎 (株)みなみ紬 代表取締役

田川| 盛二 本場奄美大島紬協同組合 理事長.

中川| 進 本場大島紬織物協同組合 理事長

日高達明 奄美市産業振興部紬観光課 課 長

横山隆一 鹿児島県大島支庁総務企画課 課 長

永吉弘己 鹿児島県商工労働部産業立地課 参 事

西元 研了 鹿児島県工業技術センター 化学・環境部長

開催日時 :H20. 7. 16(水)

開催場所:大島紬技術指導センター

全体会 : (1) 大島紬技術指導センター事業概要

(2)平成19年度の研究事業経過及び平成20年度研究事業概要

(3) 本場大島紬業界の現状

(4) 大島紬技術指導センター及び業界への提言など

(5) その他
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4. 2 その他各種研修

研修テーマ

収支かい会計事務研修

平成20年度新任課長級研修

地域別所属長等研修

個人情報保護・情報公開制度研修会

甲種防火管理新規講習会

j. T推進員情報研修

平成20年度チャーレンジ研修

新型インフルエンザ対策職員研修

平成20年度ライフプランセミナー

4. 3 委員の委嘱

委員名(委嘱内容)

第19回本場奄美大島紬原図展・製品コンテスト委員

2008 rかごしま新特産品コンクール」審査

2009 r紬美人」コンデスト審査

第12回地球印競技会審査員

第10回龍郷町民フェア(大島紬部門)審査員

第20回本場奄美大島紬原図・製品コンテスト審査員

4. 4 各種会議・研究会・講習会等への参加

く総務課>

会議等の名称

平成20年度本場奄美大島紬技術専門学院入校式

期 間 場所

4. 15~ 4.16 鹿児島

5. 20~ 5.21 鹿児島

7. 8 奄美

7.25 奄美

10. 16~10. 17 奄美

12. 2 奄美

12. 4 奄美

1. 26 奄美

2. 8~ 2.10 鹿児島

依頼機関

本場奄美大島紬協同組合

かごしまの新特産品コンクール実
行委員会(かごしま PR課)

地球印持由競協技同会車実行委員会 (本場奄
美大島 組合)

地球印競技会実行委員会

龍郷町商工会

本場奄美大島紬協同組合

期日

4.11 
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職 員名

冨山 昇

富山 昇

上原守峰
冨山 昇

富山 昇

富山 昇

冨山 昇

山下宜 良
恵川|美智子

富山 昇

操 利一

職員名

平田清和

上原守 峰

上原守峰

平田 清 和

操徳 利一
永嘉美

福山秀久
恵川|美智子
山下宜良

平田清和
今村順光

徳永嘉美

出席者

上原守峰

) 
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平成20年度開会中鹿児島県議会文教商工観光労働委員会 4. 21~4. 22 鹿児島 上原守峰

十日会4月期定例会 4.17 奄美 上原守峰

平成20年度大島紬技術指導センター研究成果発表会 5. 22~ 5.23 鹿児島 上原守峰

本場奄美大島紬協同組合第53回通常総会 5.30 奄美 上原守峰

十日会 6月期定例会 6. 12 奄美 上原守峰

十日会 8月期定例会 8. 8 奄美 上原守峰

(財)奄美群島地域産業振興基金協会平成20年度臨時評議員会 8.21 奄美 上原守峰

2008 rかごしま新特産品コンクール」審査 10. 2~10. 3 鹿児島 上原守峰

2009 r紬美人」コンテスト審査 11. 20 奄美 上原守峰

平成20年度産業技術連携推進会議ナノテクノロジー・材料部 2. 18~ 2.20 東京 上原守峰
会繊維分科会

J 第 3団幹事会全国繊維工業技術協会役員会

平成21年度第 1回鹿児島県議会定例会(常任委員会) 3. 10~ 3.13 鹿児島 上原守峰

(財)奄美群島地域産業振興基金協会平成20年度第 2回評議会 3.26 奄美 上原守峰
委員会

平成20年度本場奄美大島紬技術専門学院修了式 3.27 奄美 上原守峰
L 一一

<機織研究室>

~ 議 等 。コ 名 称 期 日 会場 出席者

「第19回本場奄美大島紬原図展・製品コンテスト」審査 4. 24 奄美 平田清 和

平成20年度第 1回移動大島紬技術指導センター 5. 21~ 5.23 鹿児島 福山秀久
平成20年度大島紬技術指導センター研究成果発表会

u 
平成20年度大島紬技術指導センター研究成果発表会 5. 22~ 5.23 鹿児島 平田清 和

恵J11美智子

平成20年度産業技術連携推進会議ナノテクノロジー・材料部 9. 18~ 9.20 沖縄 平田清 和
会繊維分科会中国・四国・九州地域連絡会総会
全国繊維工業技術協会中国・四国・九州支部総会

平成20年度第 2回移動大島紬技術指導センター 10. 1 ~10. 2 鹿児島 恵川美智子

第26回地球印競技会審査会 11. 19 奄美 平田清 和
福山秀久
恵川美智子

伝統工芸士研修会 11. 20 奄美 平田清和

第10回龍郷町民フェア(大島紬部門)審査 2. 12 龍郷 平田清 和

緋締め研究会 2. 16~ 2.17 鹿児島 福山秀久
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くデザイン研究室〉

dzCコhZ 議 等 の 名 称 期 日 会場 出席者

平成20年度第 1回移動大島紬技術指導センター 5. 21~ 5.23 鹿児島 徳永嘉美
平成20年度大島紬技術指導センター研究成果発表会

テキスタイルデ、ザインソフト研修 7. 7~ 7.11 東京 徳永嘉美
第56回平成20年度産業技術連携推進会議繊維分科会 茨城
デザイン研究会

平成20年度第2聞移動大島紬技術指導センター 10. 1~10. 2 鹿児島 今村順 光

第12団地球印競技会審査会 11. 19 奄美 徳永嘉美

第10回龍郷町民フェア(大島紬部門)審査会 2.12 龍郷 今村順光

第20回本場奄美大島紬原図・製品コンテスト審査会 3.18 奄美 徳永嘉美

く染色化学研究室>
u 

f'< 議 等 の 名 称 期 日 会場 出席者

地域資源活用型研究開発事業の提案打ち合わせ 4. 14 奄美 山下宜良

地域資源活用型開発事業補助申請に伴うヒアリング 5. 20~5. 23 福岡 山下宜良
平成20年度大島紬技術指導センター研究成果発表会 鹿児島

平成20年度第 1回移動大島紬技術指導センター 5.21~5.23 鹿児島 操 利一
平成20年度大島紬技術指導センター研究成果発表会

平成20年度第2回移動大島紬技術指導センター 10. 1""'10. 2 鹿児島 山 下宜良

第12団地球印競技会審査会 11. 19 奄美 操 利一

緋締め研究会 2. 16~ 2.17 鹿児島 平 俊博

¥_) 
4. 5 視察・見学者

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

見 県内 34 17 29 4 4 17 11 17 83 6 4 11 237 

p寸zー. 県外 4 。。6 9 4 l 。。。。.0 27 

者 海外 。。。。。。。。。。。。 。
数 合計 38 17 29 10 13 21 12 17 83 6 7 11 264 
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天然素材活用による緋織物の開発研究
-玉糸使いによる大島紬地風改善一

福山秀久

大島紬は先染めの緋を特徴とした和装着尺用の織物として，これまで幅広い支持を

得られてきているが，生活様式の多様化による和装需要の減少などにより生産反数の

大幅な落ち込みを余儀なくされている。

これまで大島紬は真綿糸，玉糸そして現在の練り絹糸原料糸の変遷により新たな展

開を図り，細かい緋を効率よく織り合わせるために均一な練り絹糸に織り素材を絞っ

て現在に至っているものの，糸素材に対する新たな取り組みはほとんどなされていな

いのが現状である。

目の肥えた消費者の紬に対するイメージアップや問屋，小売庖からの新しい大島紬

に対する要望に応えるためには，練り絹糸一辺倒の製品だけでは対応は困難である。

これらの要望に応えるためには，新しい織物開発のベースとなる糸素材の見直しが

緊急の課題であり，現代の消費者志向にマッチする天然志向や自然の良さを活かした

新しい大島紬の提案が必要である。

1. はじめに

現在，世界的な経済危機に見舞われ多く

の製品の売り上げが激減じている。

糊付け方~:認糊付け

使用簸密度・ 13算

この経済危機以前から，生活様式の変化

によるきのも離れなどの要因で大島紬の需

要も減少し，大島紬業界は大変厳しい状況

にある。そこで，この厳しい状況でも売れ

るような新商品の開発を目的に，本来の大

島紬の地風に近づけるために玉糸を使った

白無地を製織し，地風改善試験を行った。

2. 

ア

イ

ウ

2. 内容

1 白無地の試作

経糸:142デニール練り絹糸(10.5匁)

緯糸・ 142デニール練り絹糸(10.5匁)

経糸糊剤:フノリ 3%(o.w.s) 

ライトシリコン 2% (o.w.s) 

糊付け方法.総糊付け

使用緩密度:15.5算

経糸:145デ、ニール玉糸

緯糸:145デニール玉糸

経糸糊剤.フノリ 3% (o.w.s) 

ライトシリコン 2%(o.w.s) 

糊付け方法 ユニサイザー(一本糊付

け)

使用簸密度・ 15.5算

経糸:165デニール玉糸

緯糸:165デニール玉糸

経糸糊剤・フノリ 3%(o.w.s) 

ライトシリコン 2% (o.w.s) 
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2. 2. 糊抜き試験

41 ocの温湯に 1時間浸演し途中で数回

ゆすぎ，その後水洗，自然乾燥した。

2. 3 経糸密度・緯糸密度の測定

拡大鏡による目視観察した。

2. 4 鑑防しわ性の測定

B法(モンサント法)による防しわ性の

測定した。

3.結果

3. 1 白無地の製織

経糸・緯糸 165デニール玉糸で銭密度

13算の製織では，経糸糊付けを総の状態

で行ったため玉糸の毛羽を押さえることが

出来ずr経糸の関口状態が悪く織りに支障

をきたした。(図 1) 

経糸の間丁側にアゼ棒を入れたところ開

口状態は改善された。(図 2)

経糸・緯糸 145デニール玉糸で銭密度

15.5算の製織では，経糸糊付けを糊付け・

乾燥・巻き取りを高速で行う糊付け機(図

3 )を使用したため，一本糊付けと同じ効

果で毛羽が押さえられ，製織時の関口状態

も良好であった。
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図 7 防しわ度(経方向・裏)

3. 3. 2 緯方向

緯方向の防しわ性に関しては， 3種類の

試料の表・裏ともに糊抜き後の防しわ性が

同じような値で上がっており，糊抜き前と

糊抜き後の数値も同じような傾向を示して

いる o (図 8， 9) 
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図 8 防しわ度(緯方向・表)

27 

90 
80 

，...... 70 

さ60

倒 50
~ 40 
量 30

20 

10 

0 

10.5匁 145d玉糸 165d玉糸

糸 種 別
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4. まとめ

今回の試験では経・緯玉糸使いの白無地

の試作を行った。

これからの試験では， 15.5算の経緯緋・

泥染め製品の試作を行う予定であるが，そ

の際に注意すべきいくつかの検討課題があ

げられる。

泥染めの場合，糸が増量するために使用

する玉糸の繊度を把握する必要がある。

次に，経糸の糊付け方法として，地経糸

の場合は糊付け機による一本糊付けができ

るが，経緋糸の場合は作業工程上級、糊付け

で行うことになる。総糊付けでどの程度玉

糸の毛羽を押さえることができるのかが課

題として残される。また，大島紬は製織の

際，経緋のずれを修正するために「ぬぎだ

し」という作業を行うが，玉糸の節が影響

して製織作業の困難が予想される。
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産地織物の多品種化に関する研究
-1モト越式の耕に対応する織物組織一

恵川|美智子

大島紬の特徴である織締め緋を活用し，産地織物の織物組織を三原組織{平織・斜文織(綾織)・朱子織}や

その変化組織にすることで，従来の平織とは地合の異なる新たな織物を開発して，織物の用途を広げ，製造

技術を確立して，需要拡大と産地活性化につなげる。

織物組織の4枚組織について，大島紬の 1モト越式のサベの緋配置を基に検討した。経緋糸と緯緋糸の交

錯する位置の組織を平織から変化させ浮き出す形の紋組織にして，その紋部に斜め方向の変化を与えた。そ

の結果，紋部を偶数で延長すると斜文織(綾織)4枚綾となり，紋部の向きを途中で変えると，変則斜文の中

の破れ斜文の4枚朱子(トルコ朱子)となった。無地織りと緋織りの試験を行い， 4枚綾と 4枚朱子が 1モト

越式の緋に対応することを確認した。

i-..J 

，__) 

電車三

川輯一

1. はじめに

大島紬は紋密な点緋で図柄の複雑な模様を表現して

いる緋織物で，餅の模様は大島紬独自の緋使い(緋糸と

地糸の配列による緋の配置)をベースに構成されてい

る。これまでに，大島紬の緋表現を基に，経緋糸と緯

緋糸の交錯する位置の組織を平織から変化させ浮き出

す形の紋組織(基本組織)にして，大島紬の緋使いを織

組j織で表現している。緋は 1モト緋・総緋や緋の大き

さの異なる変化締め緋があり，基本組織は1モト緋に

対応している。更に，総緋や変化締め緋に対応させる

ために，紋部の組織をタテ方向・ヨコ方向・タテヨコ

方向へ変化を与えて，基本組織から変化組織に展開し

紋組織の多様化を行っている。1)， 2) 剖叫

本研究では，紋部の組織を斜め方向に変化を与える

ことで組織を平織以外の三原組織へ展開し，産地織物

としての独自性を持った新たな緋織物を開発する。

今回は，織組織が偶数の2枚組織(平織)の次の4枚

組織について， 1モト越式の緋を基に検討を行った。

盟三
ーーーーー・地糸

口;緯糸の浮き

-緋糸

.;経糸の浮き

2. 研究内容

2. r 織組織展開試験

4枚組織について， 1モト越式(緋糸と地糸の配列;

緋糸 2本・地糸 2本)のサベの緋配置(緋糸と地糸の配

列の 1順で4本毎の間隔)を基に，経緋糸と緯緋糸の交

錯する位置の組織を平織から変化させ浮き出す形の紋

組織(サベ紋織の基本組織)にし丈，その紋部の組織を

斜め方向に変化させ，組織のパターン展開を行った。

(図1，2， 3， 4) (表1)
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No. 織組織 (緯糸の織り込み) 緋2・地2 I 

l 平織 (平4)

2 サベ紋織基本組織 (紋2・平2)

変化組織 基本組織の紋部を斜め方向に変化

3 l 紋部を 偶数で浮かせる(紋4)
延長

4 2 奇数で浮かせる(紋3・平 1) 

5 3 紋部を縮める (紋い平3)

6 4 紋部を 飛び飛びで浮かせる(分割)
延長 (紋 1.平1・紋1・平1) 

変化組織途中で紋部の向きの変更

7 5 緋と地で変更 (紋2，紋2) 紋2で変更

¥ーノ

8 6 No 7-5の変化
餅， (地・餅，地・緋)紋2，(紋4，紋4)紋4で変更

9 7 No.8 -6の変化
紋2，(紋い平1・紋2，紋I・平い紋2)

表 1 織組織の展開

2. 2 紋緋試験(緋と織組織の組合せ試験)

餅と展開したそれぞれの織組織を組み合わせて紋緋

の検討を行った。

2. 3 製織試験

u 

無地織りと緋織りの試験を行った。

原料糸 大島紬用練り絹糸

染色

経糸 31. 0 g /2， 500m 

緯糸 40. 0 g /2， 500m 

38. 0 g /2， 500m 

30. 0 g /2， 500m 

経糸

緯糸

泥染め

未染色

合成染料染め

泥染め

簸密度妓幅

経糸総本数

緋

14算 560羽/40.0cm

1，120本

緯緋 1モト越式ベタ緋

織組織

製織

1モト越式のサベの緋配置対応組織

高機による手織

2. 4 試作

ネクタイ用織布

織物規格 緋織物

原料糸 大島紬用練り絹糸

染色

経糸 31. 0 g /2， 500m 

緯糸 38.0 g /2， 500m 

40.0 g /2， 500m 

経糸

緯糸

30. 0 g /2， 500m 

泥染め

合成染料染め

合成染料染め

泥染め

筏密度妓幅

経糸総本数

緋

14算 560羽/40.0cm

1; 120本

織組織

製織

緯緋 1モト越式

No.l， 2， 3， 7 

高機による手織

3. 結果

ベタ緋

3. 1 織組織展開試験及び紋餅試験

1モト越式の緋は，経糸の配列と緯糸の織り込みは

緋糸 2本・地糸 2本が 11慎であり，それぞれ糸4本が

1組になっている。サベの緋配置は，緋と緋の間隔は

緋糸と地糸の配列の 1順(4本毎の間隔)で，緋を並べ

て配置する。このことから織組織展開の経糸×緯糸は

4本 X4本と 4本X8本とし，組織のパターン展開を

行った。

No.1は平織。 No.2はサベ紋織基本組織で紋部の緯糸

の浮きは2本で続けて浮く。 No.3は斜め方向変化 1で

紋部を偶数で延長，紋部の緯糸の浮きは4本で続けて

浮く。 No.4は斜め方向変化2で紋部を奇数で延長，紋

部の緯糸の浮きは3本で続けて浮く。 No.5は斜め方向

変化3で紋部を縮める，紋部の緯糸の浮きは 1本。 No

6は斜め方向変化4で紋部を延長し飛び飛びに浮かせ

る。紋部の緯糸の浮きは2本で 1本越に飛び飛びに浮

く。 No下は斜め方向変化5で紋部の向きを緋糸と地糸

で変更，紋部の緯糸の浮きは4本で2本毎に向きを変

更して浮く。 No.8は斜め方向変化6でぬ7を基に紋部

を延長，紋部の緯糸の浮きは B本。まず 2本続けて浮

き向きを変更，その後は4本毎に向きを変更， 4本続

けて浮く。 No.9は斜め方向変化7でNo.8を基にした変

化組織，紋部の緯糸の浮きは6本で分割して 3本ずつ

続けて浮く。
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試験織りにより，無地織物と緋織物の試験織布を得

た。(図5)

1モト越式のサベの緋配置に対応する 4枚組織の組

織展開はタテ方向に 1パターンで，ヨコ方向・タテヨ

コ方向には展開しなかったが， 2)斜め方向変化は 6パ

ターン展開した。

No.5の斜め方向変化組織はタテ方向変化組織と同じ

である。 2)No.5はタテ方向変化組織とし，斜め方向変

化はNo.3， 4， 6， 7， 8， 9の6パターンで、あった。

No.l平織・ No.2サベ紋織基本組織・ No.5タテ方向変

化組織と合わせて， 9組織が 1モト越式の緋に対応し

た。

紋部を斜め方向に偶数で延長したNo.3は，斜文織

(綾織) 4枚綾となった。その他は変則斜文となり，

斜め方向の向きを途中で、変えたNo.7は，変則斜文の中

の破れ斜文の 4枚朱子(トルコ朱子)倫子(朱子織に属

する)となった。

織布は，平坦な平織に比べ，何れも布地は凹凸があ

りふっくらとしており，それぞれ地風を異にした変化

に富んだ織布が得られた。 4枚綾・ 4枚朱子は布地が

滑らかである。

緋表現では，平織の平緋の緯緋の場合は，緋の位置

決めが難しいので，緋模様を崩しやすい。

紋緋は，緋と織組織を組み合わせるので，経入り(経

緯緋)の様に緋の位置決めの目安があり，緋模様を正

確に表現できる。

平緋に比べ紋緋は鮮明で，緋が浮きだし立体的で緋

模様も鮮明である。

経糸×緯糸はNo.2'"'-'7は4本X4本，

本X8本となっている。

紋緋試験の緯糸の織り込みは，緋糸 2本・地糸 2本

で行い，展開したそれぞれの織組織と組み合わせた。

(図5)

No.8 '"'-' 9は4

3. 2 製織試験

織組織と紋緋(耕と紋組織の組合せ)の実証のため試

験織りを行った口

試験織りの機掛けは， 4枚綜統の順通しと，地綜統

2枚と紋綜統2枚の 2通りで、行った。紋綜統は経糸 2

本を1組にして通した。(図6，7) 
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3. 3 試作

試作品提案として，ネクタイの試作を行った。

織方図 (4枚綜統)図6
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口;緯糸の浮き

.;踏木を踏む

f 一、;紋綜統

-，経糸の浮き

↓;経糸

X ，タイアップ

試作品(ネクタイ写真)図8
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図8の左から 3，4， 5， 6の紬原料は同一で 1，

2は緯地糸の色を変えた。紬原料が同一でも組織によ

り織布の地風が異なっている。緯緋糸は同じで緯地糸

の色を変えるだけで織布の色目が異なり，地糸の影響

を受けていることが分かつた。

図8の左から 1， 3はNo.7の4枚朱子であり， 2， 

4はNo.3の4枚綾であり， 5は恥2のサベ紋織基本組

織であり， 6はNo.1の平織である。

ネクタイは組織の効果により平織よりふっくらとし

ており，ネクタイの結び目の締まりがよい。

緋は色が鮮明で模様が浮き出し立体感が出ている。

織締め緋の特徴を生かした緋表現となっている。

4. まとめ

平織に比べ何れも変化に富んだ織布が得られたので，

新たな用途展開が期待できる。

紋緋は織締め緋の特徴を生かした，新たな緋表現と

なっている。

1モト越式の緋を例にした専用の織組織と紋緋のパ・

タ『ンを展開して，織組織を多様化し，緋表現を広げ

た。

今回は，織組織が偶数の 2枚組織(平織)の次の4枚

組織について検討したが， 6枚組織についても検討を

加え，産地織物の多品種化を図りたい。

参考文献

1)恵川 鹿児島県大島紬技術指導センター業務報告
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書， P46(平成8年度)， P25(平成9年度)， 

P32(平成10年度) U 
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3.従来の緋配色法との比較

3-1 従来の緋配色法

現在の大島紬における緋配色は， 1色が染色され中

間色にあたる地色の黒あるいは白のベースに散りばめ

られており，地色との接触が優先されるため色が地へ

引き込まれることで地味な緋表現となり，色相対比が

起きにくい状況になっている。(図 2)

このことは大島紬が地味であるゆえんと同時にわび

さびの「和」の美を演出する手法としては最適なもの

でもある。

白 ;尼

図2 総蚊緋式(中間混色法)

3-2 新規緋配色法

上記に対して，色と色を直接接触させる「併置加法

混色J'法を取り入れることで，色相対比の効果で網膜

混色を発現させ光の色すなわち輝きを演出することが

できることになる。(図 3)

またこのことで，光の反射光での色相対比による交

錯で実際にない色を感じさせることができることにな

る。

自 泥

図3 多色蚊緋式(併置加法混色法)

4.試作内容

4. 1 試験用織物設計

織物設計は，カタス 9マルキ式(緋 1~地 2) の配

列構成で仕様は以下のとおりである。

原料絹糸 大島紬練り絹糸

糸目付 (匁/総) 1総の長さ;2， 500m 

経緋糸 (8.5)，緯緋糸 (8.5)

経地糸 (8.2)，緯地糸 (8.0)

織筏 15.5算620羽

引 込 1羽 2本入り

経緋糸数 385本

経地糸数 8 5.6 

整経長経緋糸 (3丈 2尺 6寸)

経地糸 (3丈 5尺}

4. 2 図案調整

多色緋は経と緯の色をそれぞれ違えてあるため，経

図案と緯図案の 4枚を必要とした。

方眼紙 15.5算カタス越し式(1.93mmX 2. 14mm) 

間 数 192問(横方向)， 140間(縦方向)

図 柄ベタ十の字緋

種 類経図案，緯図案

配色 12色， 6色， 3色， 2色

品数、経 1品，緯 1品

種 別加工図案(すり込み経テーフ0 ・緯テープ)

締め図案

4. 3 準備作業

糸繰り フノリ 0.2%(0. w，.s) のうす糊付け

整 経 10枠立て

4. 4 締加工

糊張りイギス 3% (0. w. s)"の溶液を用意し，す

り込みで加飾を行うため白絹糸を糊付け

を行って経と緯を糊張りした。

締 綾'経緋糸14算840羽

緯緋糸 15~ 5算620羽

引込本数 4元/羽(経緋糸，緯緋糸)

抱号数 10本

品 数経緋 1品，緯緋 1品

種 類経緋(帯締め)，緯緋(帯締め)

4. 5 染色

4. 5. 1 使用染料

使用した染料を以下に示す。

赤 (アンスラセンレットゃGN)，.燈 (スブ。ラノサオレンシ守G)， 黄 (シリアス
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図20 ハンティング(あられ柄多色緋泥大島紬)

7.まとめ

最終報告としての多色緋(カタス)での試作試験を

行い以下の知見を得ることができた。

①きらめきのある多色緋を得ることができた。

②多色緋は織密度の関係から 1元緋よりもカタス緋が

適している。

③今回は普通十の字緋での試作であったが，さらに高

密度のサベ緋，長緋を使用すればさらに派手さやき

らめきが強調されることが予想できる。

④柄を表現する多色緋の染料濃度は0.2%""0.5% (ow 

s) がふさわしい。

39 

⑤ベタ緋としての使用は染料濃度0.1%(ows)以下が望

ましい。

⑥配色数は多いほどやわらかい表現となり，少ないと

堅くコントラストが強調される。

⑦多色緋は 12色が基本であるが 6色・ 3色も有用

である。

③24色と色数を増やすと，さらにやわらいだ多色緋が

が創作できることが予想できる。

⑨伝統あられ柄を多色緋で表現したところ，洋装ふ物

等へのデザイン展開が可能となった。

今後の取り組みとして，多色緋をツールとした新規

大島紬のデザイン開発や小物等への応用展開を図る必

要がある。そして，この多色緋の手法は色相環のグラ

デーションのみならず，あらゆる色同士は色の環を作

ることができるので大変奥深い手法と言えるだろう。

従って，この手法を用いて様々な多色緋の創作ど同

時に，玉虫効果のある緋を用いた玉虫染め大島紬の開

発へと発展展開したいと考えている。

参考文献

1 )徳永嘉美:業務報告書， 42""45 p，鹿児島県大島

紬技術指導センター 平成19年度



大島紬古典文様のデジタル化

徳永嘉美，上原守峰

伝統文様は地域の歴史と文化をピ、ジュアノレで表現し語り継ぐ独特なもので，地域のアイデンティティを確

立する意味からもその調査研究は必要不可欠である。当センターにおいてはこれまで大島紬古典文様の調査

収集を行ってきたが，近年においてさらに多くの文様の発見等から今後文様集としてまとめることとした。

本年度は，奄美博物館が保管している大島紬古典文様の端切れ283点を分類整理し，デジタルで保存しC

Dロムで業界へ情報提供を行った。

1 はじめに

大島紬の古典文様は，手括りによる長十の字緋から

出発し，琉球緋を模倣しながらも締機の開発で精鰍な

「蚊緋」を手にすることで，全く異質な文様へと変容

し独自性を育んできた。点である十の字緋と線である

長緋による構成を基本とし，当初生活民具，動植物，

自然形態，文字などをモチーフにした多くゐ小柄が生

み出された。

次に小中柄が登場して飛ぴ柄が盛んに作られた。さ

らに進化して米の字緋と長十の字緋の併用による割り

込み式柄が流行し，同時に蘇鉄葉文様を特徴とする龍

郷柄で古典文織は完成した。現在で、も秋名パラと龍郷

柄を中心に伝承されている。

当センターにおいては，これら散逸しつつある古典

文様を過去において収集を行ってきた。昨年度，伝統

的緋文様の基本形をそのデザインソースの由来などを

ヒ守ジュア/レでまとめたものと大島紬緋パターン集 (48

25文様)をCD化し業界へ情報の提供を図った。

本年度は，奄美博物館保有の端切れ資料283点をAdo

be Acrobatを使用して図 1のようにしおりを作成し，

Acrobat Readerで検索できるようにした。なお，この

資料を参考に2企業が荷品化を行った。

2.文様の分類

文様の研究は本来史実に基づいて学術的に考察すべ

きであるが，ここでは文様集という観点で伝承されて

きた柄名でくくりビジュアルでまとめることにした。

柄名の分類は以下のとおりである。

①手括り柄(トンボ，十飛び，女飛び)

②小柄(チコト，ツガ，ツガ十，花ツガ，西郷，日の

字，コンゴウ，シモフリ，ジャジャ，タフコ，ツガ

信 40

アミ，ニピキ，ム回チラシ，モロ入り宮内，井の字，

佐仁変わり専由柄，十の字チラシ，十の字車，小柄

最高級品，新亀甲チラシ，精華，赤次郎柄，赤十字

十の字，赤十字柄，道引南，南，二引十の字， J馬ケ

ツ，福田柄，変わりチコト，宝玉，侍由柄) U 
③小中柄(ガシチ，カタスパラ，トネ，花小中，山道，

車柄，小中，浦の小中，珍小中，変わり桝，桝柄，

三ツ桝，ハデ柄，総緋，格子，高級新柄，斜め柄，

星，奉迎柄，変奉迎柄，赤十字)

④飛び柄(ガシチ飛び，喜瀬飛び，女飛び，赤木名飛

び，小飛び，昼飛び)

⑤ 大正・昭和大柄

⑥ 龍郷柄

なお. Acrobat Readerを使用しての検索画面は，図

2から図4のようになる。

」口掛柄引

I¥'r;栖
ハデ栴

融餅

韓餅 ーーー
格子1 I L...司車晴西郷 J 

格子1 $問問属品 、，

膏儀斬栴
高飯斬柄

軒め栢

斜め柄
星1

星1

骨十字1
揮+字1

小柄
チコト

テコト
テコトツガ

ヲガ
!Jjj1 

ν'!J2 

1ジガ十
汐ガ+，
~:tJ+2 
~，刀十3
~jj十4.，jj十s
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